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分子腫瘍学の飛躍的な進歩により、消化管疾患の診断・治療にも目を見張る進

歩がもたらされた。ゲノム研究、omics 解析、リキッドバイオプシー等により悪

性腫瘍や難治性疾患のメカニズムが次々と解明され、その一部はバイオマーカ

ーとして治療成績の改善に寄与することが期待され、すでに一部で臨床応用さ

れているものもある。本セッションでは、基礎から臨床に亘る幅広い領域から消

化管疾患診断・治療に有用なバイオマーカーを紹介して頂きたい。 


